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教員養成大学の特色を生かしたラインアップで、皆さんの学習意欲に応えます。

申 問社会連携センター　  0795・44・2409　  0795・44・2320
申 問社会連携センター

 0795・44・2409　  0795・44・2320

申 本学ホームページ（http://www.hyogo-u.ac.jp/）トップ「イベント情報」をご覧ください
問神戸ハーバーランドキャンパス　  078・361・5023

公開講座の受講生

 教材文化資料館  0795・44・2362

時 13：30～15：00（受付13：00～）
所 神戸ハーバーランドキャンパス・兵教ホール　 ¥  無料

絵画制作
絵画の制作を通し、表現・創作の楽しさを味わうととも
に、材料や技法についての知識を高めます。

日 9月10日㊏、11日㊐、24日㊏、25日㊐10：00～

16：00（全4回）　所 加東キャンパス　対 一般市民
定 20人　 ¥  8,800円　〆 8月22日㊊まで（先着）
※受講申込者が5人以下の場合は開講しません

身につける小さなアートづくり
芸術性あふれる金属製の小さなオブジェやアクセサ
リーを制作し、アートを身近なものとして体験します。

日 10月2日㊐、9日㊐13：00～15：30（全2回）　所 加東キャンパス　対 一般市民（中学生以下は保護者同伴）　
定 15人　 ¥  5,150円　〆 9月12日㊊まで（先着）

グローバル化推進教育リーダーコースの授業を一部公開します。

公開授業「アフタヌーントーク ─グローバルに生きる─」

日 7月28日㊍～31日㊐　13：00～16：00
所 小野市うるおい交流館エクラ・ハートフルサロン
※危険な機器があるため、小学3年生以下は保護者同伴で参加
してください。参加に係る障害保険等の加入は必要に応じて各
自でお願いします

日  8月31日㊌まで8：30～22：00（土曜・日曜・祝日 
10：00～17：00）

所 教材文化資料館（附属図書館内）
休 8月10日㊌～15日㊊、20日㊐
※臨時休館する場合があるので、附属図書館のホームページな
どで確認してください

学校の理科の授業ではじっくりと触れることのできないような
実験機器を用意し、科学への興味関心を育みます。夏休み
の課題サポートコーナーも。

ノート指導の重要性から実践例までを分かりやすく展示
し、ノート指導に力を注いでいる教育現場も紹介していま
す。さまざまなノートや文具の体験コーナーも。

理科&科学の地域での
サイエンス祭

授業科目
【英語を活用した論理的思考】
「サイエンス英語って?」
6月18日㊏
吉田丈人さん（東京大学総合文
化研究科広域システム科学系准
教授）

「原因を推論する」
7月3日㊐
久米郁夫さん（早稲田大学政治経
済学部国際政治経済学科教授）

「都市の形にみるグローバル化」
7月17日㊐
金澤成保さん（大阪産業大学学長）

授業科目
【国際教育協力】
「スリランカでの教育支援」
6月25日㊏
秋沢淳子さん（TBSテレビアナウンサー）

授業科目
【グローバルイシュー論】
「核廃絶について」
平成29年1月9日㊊
秋葉忠利さん（元広島市長、数学者）

ボランティアステーション・
ネットワーク交流会

教材文化資料館シンポジウム
「『道徳』の行く先～『特別の教科
道徳（道徳科）』へ向けて～」

第37回教育実践学フォーラム
「高度情報化社会の子どもたち」

教材文化資料館 平成28年度前期展
「やっぱり大事！?ノート指導」
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2月11日　教育子午線ホール
教材文化資料館「フォーカス！『道徳』」展（平成28
年2月末終了）の特別イベントとして開催。道徳の教
科化に伴う教科書や評価に関する基調講演と、教科
化が及ぼす影響や対策についてのパネルディスカッ
ションに、県内外から参加した150人が熱心に耳を傾
けました。

2月27日　大阪大学中之島センター
連合学校教育学研究科が「高度情報化社会の子ども
たち」をメインテーマに開催。国立病院機構久里浜医
療センターの三原聡子主任臨床心理士が「子どもた
ちのネット依存の実態とその対応」について講演し、質
疑応答も活発に行われました。

2月19日　総合研究棟大会議室
学生たちが1年間のボランティア活動を振り返り、その
体験から得た学びを発表。ボランティアステーション学
生スタッフが中心となって企画・運営したもので、学生
ボランティア派遣先の45団体・58人のほか、本学から
は学生41人、教職員12人、総勢111人が参加し、経
験を共有しました。

うれしの掲示板
学生や教員、
地域向けの
情報発信ページ
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